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１４：００開会

「戦争しないことこそ
国民の命守る」

講演小 森 陽 一 さ ん
＜九条の会(全国)事務局長＞

流山市生涯学習センター

自･公が合意

政府は安全保障関連法について公明党と与党協

議を行ってきましたが、基本的に合意したと伝え

られ、渋っているポーズをとっていた公明党も含

めていよいよ戦争立法に向かう構えで、５月に国

会に提出、成立をねらっています。

政府は閣議決定では集団的自衛権の行使が認め

られる３条件をあげていました。①密接な関係に

ある他国に対する武力攻撃が発生し、日本の存立

が脅かされ、国民の生命、自由および幸福追求の

権利が根底から覆される明白な危険がある②日本

の存立を全うし、国民を守るために他に適当な手

段がない③必要最小限度の実力行使にとどまる」

法制化に当り公明党は①国際法上の正当性②国

民の理解と民主的な統制③隊員の安全確保の３条

件を要求したといわれますが、いずれもあいまい

なまま3月20日自･公で合意。マスコミは「公明

の『歯止め』きかず」と報道しています。

その結果「いつでも、どこでも」政府判断で自

衛隊派遣を可能にしようとしています。

「国際社会の平和と安全を守るため」として、自

衛隊を海外に恒久的に派遣できるようにする。そ

して日本が攻撃されたり、海外の自衛隊が攻撃さ

れたりしていなくても、一緒に活動する外国軍が

攻撃されたら反撃できる……。これはまさに米軍

などが行っていることです。軍隊との違いがどこ

にあるのでしょう？いつの間にか憲法９条があり

ながら、日本軍が戦うことになります。

安倍総理は３月２０日の予算委員会の答弁で自

衛隊を「わが軍」と呼び、訂正する気はないよう

です。それをさらに菅官房長官は「防衛を主たる

任務とする組織を軍隊と呼ぶなら自衛隊も軍隊だ。

国際法上は軍隊に当る。」と開き直ったのです。

（憲法９条は「陸海空軍その他の戦力は保持しない」

と明記しています。）

「九条の会」全国集会
渡辺治さんの情勢報告から

現在の安倍内閣は、改憲の悲願を達成するためにで

てきた。「戦争する国」づくりの第一の柱は、９条の

政府解釈を打破し、集団的自衛権を行使し、自衛隊が

戦争する自由を獲得する。第二は、自衛隊の編成や装

備もこれまでの縛りを破り戦争できる軍隊に変え、

戦争に必要な体制をつくる。とくに大きいのは秘密

保護法。戦争指導部（NSC=国家安全保障会議）を

つくり、武器輸出三原則を廃止し、軍需産業を育成。

国民意識を改変する教育改革と歴史の修正だ。

ところがこの間、秘密保護法に予想を上回る大きな

反対運動が起こり、憲法解釈の全面変更はできず、

「国民の生命、自由及び幸福追求の権利が根底から

覆される明白な危険」の場合だけに限定した。この

条件は、我々が反対運動を強め、国会の中で様々な

追及が起これば、たたかいの武器になりうる。

「戦争立法」の全体像は。政府がいう「切れ目の

ない対応」に現れている。いつでも、どこでも、ど

んな戦争にでもあらゆる形で米国の戦争に協力でき

る体制をつくる、これが「戦争立法」の大きな狙い

です。戦時でも平時でも、戦場にでも、国連決議が

あろうとなかろうと自衛隊は出て行き、武力行使で

加担する。これが集団的自衛権。「戦争立法」を通

せなければ、最大の切り札安倍政権が倒れる。その

ための大きな共同を。



４月９日（木）は「おおたかの森駅」
１５:３０～１６:３０です

花見も終わり春爛漫。世の中地方選挙の真っ最中。
政党は政党で、九条の会は九条の会で頑張ろう。

☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺
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辺野古新米軍基地

建設前から変貌？
名護市辺野古の海を埋め立てて建設を予定してい

る基地は「世界一危険な普天間飛行場を移転して沖

縄県民の負担軽減」などではなく、新たな機能を持

つ新基地です。当ニュース前号では日米が上陸作戦

の共同訓練をしていることをお知らせしましたが、

この基地は飛行場だけでなく、埋め立てた海も「軍

港」にされようとしているのです。

もともと沖縄防衛局が出した環境アセスでは護岸

の長さは200ｍでした。ところがいつのまにかその

長さは271.8ｍに変更。 なぜ変更したのかは明ら

かにしていません。アメリカの強襲揚陸艦「ボノム・

リシャール」は佐世保を母港にしていますが、その

長さは257ｍ。これが安全に着岸するためには27

1.86ｍが必要で、まさにその長さ。つまりこの艦

艇が接岸可能なサイズに変更されたのです。新基地

が米軍の外国へ殴り込み部隊の基地にされようとし

ているのこの明白な事実に基づく国会での追及にも

関わらず政府は関係性を否定しています。

このボノム・リシャールは戦車や兵員、ヘリコプ

ターなどを積んで敵地を強襲し一気に制圧するとい

う軍艦です。専門家はこれを配備して中国を威圧し

ようということかと読んでいますが、かえっていっ

そうの緊張を作り出し危険をもたらものです。

沖縄県の名護市辺野古のサンゴ礁を破壊して建設の

準備がすすめられています。投入されているコンク

リートブロックは２０トンもある巨大なもの。我々

の日常目にする３０センチほどのものとはまるで違

うコンクリートの塊です。ブイの固定用の碇の役目

ということですが、これが許可した海域外に投入さ

れ、環境を破壊しているのです。翁長知事は工事の

中止を政府に対して指示。しかし菅官房長官や中谷

防衛大臣は「粛々と進める」と聞く耳持たぬ構え。

逆に24日知事の指示の根拠となる法律を管轄する農

林水産大臣に対し、指示の取り消しを求める審査請

求と執行停止の申し立てを行いました。あくまでご

り押し姿勢です。

海自護衛艦「いずも」就航

３月２５日海上

自衛隊に大型護衛

艦が就航しました。

全長248メート

ル、幅38メート

ルという巨大な

｢護衛艦｣。ヘリを５機搭載できる、まさに「空母」。

しかし通常、空母というのは海に浮かぶ基地、

動く基地として攻撃のために戦闘機を搭載して戦

地に向かう攻撃的なものです。そのため日本では

「専守防衛」を標榜してきた手前「空母の所有」

は大手を振ってできない、と、護衛艦にしている

のです。が、どう見ても空母。もちろん本格的な

空母として使うためには膨大な改修費がかかると

いいます。

No.１０６掲載のリーフ、すでに２３０００枚を

配布しました。現在は情勢に合わせた改訂版を配

布しています。配布にご協力ください。

３月26日、情報収集衛星（スパイ衛星）が打ち上

げられました。今年度4機目。１機ごとに数百億円

がかかり、９８年以来14の衛星を打ち上げ、幾度も

の打ち上げ失敗もあって、その合計は１兆円を超え

ており、巨額の無駄と批判を受けています。北朝鮮

のミサイル発射を契機に配備が進められ、三菱重工

が製造、打ち上げを受託し、衛星から赤外線とレー

ダーで昼夜を分かたず、他国（北朝鮮など）のミサ

イル発射などを監視するということに

なっていますが実効性は疑問。

東日本大震災の際の情報は消防など

にも提供されませんでした。また受託

している三菱重工は、政府からの受託

事業について虚偽の過大な請求をした

ことが明らかになり、指名停止中です。


